
令和4年8月3日から4日にかけての大雨等の状況
新潟県地すべり防止工事士会第15回研修会

令和5年3月2日
新潟地方気象台

土砂災害気象官

村上市、関川村、胎内市に
大雨特別警報を発表した事例
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山形県

福島県

新潟県

令和4年8月3日から4日にかけての大雨等の概要

地上天気図 8月4日3時

• 令和4（2022）年8月3日、前線を伴った低気圧が北日本を通過し、前線が4日にかけて北陸地方をゆっくりと
南下した。前線や低気圧に向かって、太平洋高気圧の縁をまわる空気や台風第 6 号を起源とする暖かく湿っ
た空気が流れ込み、線状降水帯が繰り返し発生するなどした新潟県では下越を中心に記録的な大雨となっ
た。

• 8月3日～4日の総降水量は、関川村下関で568.5ミリ、村上市高根で413.0ミリ、胎内市中条で292.0ミリなど
となった。

• 特に、4日未明に発達した積乱雲が荒川流域にかかり続け、雷を伴った猛烈な雨が降った関川村下関で1時間
降水量149ミリ、3時間降水量323.5ミリを観測し、観測史上1位の値を更新した。（この時点では「顕著な大
雨に関する気象情報」は出ず）

• 新潟地方気象台は、大雨特別警報（土砂災害、浸水害）を、4日1時56分に村上市と関川村に、4日4時5分に
胎内市に発表した。

• この大雨により、村上市、関川村、胎内市の荒川流域を中心に、土砂災害、河川の護岸損傷、浸水害などが
発生し（人的被害は重症1名、激甚災害に指定された。（被害状況は新潟県まとめ資料を参考に新潟地方気
象台にて記述）

アメダスによる積算降水量
8月3日～4日

関川村下関568.5ミリ
村上市高根413.0ミリ

胎内市中条292.0ミリ 91
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関川村下関の降水量（8月3日～4日）

暖かく湿った空気
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令和４年８月３日から4日様々な記録（降水量）
アメダスにおける統計開始以来の極値
（村上市、関川村、胎内市に所在する統計期間10年以上の観測所）
〇日降水量(mm)

地点名
更新した値 これまでの観測史上1位の値 統計

開始年月降水量 月 日 降水量 年月日

村上市高根 395.5 8月3日 289.0 2005/8/11 1978年6月

村上市三面 231.5 8月3日 180 2004/7/17 1981年6月

関川村下関 380.0 8月4日 210.5 2014/7/9 1976年1月

〇日最大10分間降水量（mm)

地点名
更新した値 これまでの観測史上1位の値 統計

開始年月降水量 月 日 降水量 年月日

村上市三面 27.0 8月3日 24.0 2017/7/18 2008年12月

関川村下関 30.0 8月4日 23.0 2013/8/31 2008年3月

〇日最大１時間降水量（mm)

地点名
更新した値 これまでの観測史上1位の値 統計

開始年月降水量 月 日 降水量 年月日

村上市三面 94.5 8月3日 76.5 2021/6/14 1981年6月

関川村下関 149.0 8月4日 67 2004/7/17 1976年1月

胎内市中条 92.0 8月4日 73.5 2020/8/30 1978年11月
全国6位

〇3時間降水量(mm) （8月3日から4日）

地点名
更新した値 これまでの観測史上1位の値 統計

開始年月降水量 月 日 降水量 年月日

村上市三面 121.5 8月3日 99 2001/8/1 1981年6月

関川村下関 323.5 8月4日 107 2014/7/9 1976年1月

胎内市中条 152.5 8月4日 87.5 2020/8/30 1978年11月
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雨雲の動き（2022年8月3日1時～4日12時）

（PPTでは動画です） 5



解析雨量による24時間雨量

新潟県

山形県

福島県

村上市

関川村

胎内市 小国町

長井市

川西町

米沢市

南陽市

高畠町

飯豊町

24時間降水量 2022/08/04 08:00

大雨特別警報を発表した市町村名を表示解析雨量は、気象レーダーの観測データに雨量計のデータを組み合わせて、
1時間の降水量分布を1km四方で解析したもの
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【8月1日から4日の主な防災気象情報等】
8月1日 早期注意情報において3日、４日の大雨の警報級の可能性「中」
8月3日 05:47 新潟県気象情報第2号 4日6時までの24時間に下越で150ミリ
8月3日 11~12時 村上市、関川村、胎内市に大雨警報、洪水警報
8月3日 11:33    村上市：土砂災害警戒情報
8月3日 12:03 記録的短時間大雨情報 第1号（村上市朝日南東部付近）
8月3日 12:23 新潟県気象情報第4号（見出しのみ）
（下越では局地的に雨雲が発達して当初の予想を上回る大雨となっている。）
8月3日 13:09 顕著な大雨に関する気象情報 第1号（下越）
8月3日 14:38 村上市 避難指示（以降、対象地域を順次拡大）
8月3日 17:11 新潟県気象情報第6号 4日18時までの24時間に下越で130ミリ
8月3日 17:20 関川村：土砂災害警戒情報
8月3日 18:09 顕著な大雨に関する気象情報 第2号（下越）
8月3日 18:56 記録的短時間大雨情報 第2号（村上市朝日南東部付近）
8月3日 20:40 胎内市：土砂災害警戒情報
8月3日 21:19 顕著な大雨に関する気象情報 第3号（下越）
8月3日 22:09 新潟県気象情報第8号（図形式）
8月4日 0~１時 浸水キキクル、洪水キキクルの「黒」が相次いで出現
8月4日 1:04 新潟県気象情報第9号（見出しのみ）
（下越では局地的に猛烈な雨、災害の発生する危険度が急激に高まっている。）
8月4日 1~3時 記録的短時間大雨情報 第3~14号（村上市、関川村、胎内市）
8月4日 1~2時 土砂キキクル「黒」が相次いで出現
8月4日 1:56 村上市、関川村：大雨特別警報（土砂災害、浸水害）
8月4日 2:02 関川村：緊急安全確保（全域）
8月4日 3:30 村上市：緊急安全確保（荒川地域、神林地域）
8月4日 4:05 胎内市：大雨特別警報（土砂災害、浸水害）
8月4日 5:00 胎内市：緊急安全確保（全域）
以下、略

猛烈な雨
キキクル「黒」多数出現
災害多発

• 「顕著な大雨に関する気象情報」
は、大雨による災害発生の危険度が
急激に高まっている中で、線状の降
水帯により非常に激しい雨が同じ場
所で実際に降り続いている状況を
「線状降水帯」というキーワードを
使って解説する情報です。

• 「記録的短時間大雨情報」は、地域
にとって数年に一度程度しか発生し
ないような1時間雨量を観測又は解
析したときに発表される情報です。

• 発表された場合は、キキクルや「雨
雲の動き」等を確認の上、崖や沢か
ら離れた建物や、浸水しにくい高い
場所に避難するなど、身の安全を確
保してください。

顕著な大雨に関する気象情報、記録的短時間大雨情報を繰り返し発表

事態急変

一段と悪化

ある程度の大雨になると予想していたが、
これほどの大雨は予想できなかった
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8月3日13:09の「顕著な大雨に関する新潟県気象情報」

顕著な大雨に関する新潟県気象情報 第１号
令和４年８月３日１３時０９分 新潟地方気象台発表

（見出し）
下越では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています。命に危険が及
ぶ土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっています。

（本文）
なし

8月3日18:56の「記録的短時間大雨情報」

新潟県記録的短時間大雨情報 第１号
令和４年８月３日１⒏時５６分 気象庁発表

（見出し）
１８時５０分新潟県で記録的短時間大雨

村上市朝日南東部付近で約１００ミリ 9
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3日13時

13:09 顕著な大雨に関する気象情報 第1号（下越）

山形県

新潟県

3日18時

18:09 顕著な大雨に関する気象情報 第2号（下越）

山形県

新潟県

4日3時

（顕著な大雨に関する気象情報の発表なし）

山形県
新潟県

3日21時

21:19 顕著な大雨に関する気象情報 第3号（下越）

山形県

新潟県

1. 解析雨量（5kmメッシュ）において前３時間積算降水量が100mm以上の分布域の面積が500km2以上
2. 1.の形状が線状(長軸・短軸比2.5以上)
3. 1.の領域内の最大値が150mm以上
4. 土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情報の基準を実況で超過（かつ大雨特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割

以上）又は洪水キキクルにおいて警報基準を大きく超過した基準を実況で超過

１.の面積基準を満たさなかった

「顕著な大雨に関する気象情報」にとらわれ過ぎない防災対策

顕著な大雨に関する
気象情報の発表基準



1. 8月の大雨概要
2. 8月の大雨での防災気象情報
3. 気象庁の線状降水帯への取り組み
4. 防災気象情報の活用

内容

11



令和3年6月～ 令和4年6月1日～
実況で線状降水帯が発生※1したら・・・
• 「顕著な大雨に関する情報」を発表
• 気象庁HP「雨雲の動き」等に赤楕円を
表示

1. 解析雨量（5kmメッシュ）において前３時間積算降水量が100mm以上
の分布域の面積が500km2以上

2. 1.の形状が線状(長軸・短軸比2.5以上)
3. 1.の領域内の最大値が150mm以上
4. 土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情報の基準を実況で超過（かつ大雨

特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割合8割以上）又は洪水キキ
クルにおいて警報基準を大きく超過した基準を実況で超過

半日程度前に線状降水帯による大雨の可
能性がある程度高いと予想したら・・・

• 「気象情報」※2において地方予報区単位
で線状降水帯の可能性に言及

大雨に関する北陸地方気象情報
○年○月○日○時○分 新潟地方気象台発表

（見出し）

北陸地方では、○日夜には、線状降水帯が発生する
可能性があり、大雨災害発生の危険度が急激に高まる
おそれがあります。
（本文）
…（中略）…
＜雨の予想＞

○日○時から○日○時までに予想される２４時間降雨
量は、いずれも多い所で、
○○県 ○ミリ
○○県 ○ミリ の見込みです。

線状降水帯が発生した場合は、局所的にさらに雨量が
増えるおそれがあります。
…（以下略）…

実況で発表
半日前程度の

予測で発表

顕著な大雨に関する沖縄本島地方気象情報 第１号
令和3年6月29日02時49分 沖縄気象台発表
（見出し）

本島北部では、線状降水帯による非常に激しい雨が同
じ場所で降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害
や洪水による災害発生の危険度が急激に高まってい
ます。

※2 全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報

イメージ

線状降水帯に関する情報（令和3年度と令和4年度の取り組み）
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線状降水帯発生の呼びかけ「あり」

線状降水帯の発生※1「あり」

全国（どこか１つでも地方予報区で適中しているか） ２回に１回程度

地方予報区単位 ４回に１回程度

線状降水帯発生の呼びかけ「あり」

大雨の発生※2「あり」

全国（どこか１つでも地方予報区で適中しているか） 約８割

地方予報区単位 約６割

適中率適中率

線状降水帯発生の呼びかけ「なし」

線状降水帯の発生※1「あり」

全国 ３回に２回程度

地方予報区単位 ３回に２回程度
見逃し率見逃し率

※２ 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準の１つ「前３時間積算降水量の最大値が150ミリ以上の大雨」という条件は満たした事例。

現在の技術では、線状降水帯による大雨の正確な予測は難しく、呼びかけを行っても必ずしも線状
降水帯が発生するわけではないが、線状降水帯が発生しなくても大雨となる可能性は高い。
線状降水帯による大雨の呼びかけがなくても線状降水帯が発生することがあるため、段階的に発表
される防災気象情報を活用することが重要。（線状降水帯による大雨の呼びかけがあったときも、自治体が
発令する避難情報や大雨警報やキキクル等の防災気象情報と併せて活用し、自ら避難の判断が重要です。）

● 数値予報ガイダンスにおける目安及び予報官による判断を考慮した検証結果。運用開始後も、必要に応じて発表条件の見直しを実施する。

※１ 「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準をすべて満たした事例。

線状降水帯による大雨の可能性呼びかけの精度
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線状降水帯の予測精度向上を前倒しで推進し、予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、水蒸気観
測等の強化、気象庁スーパーコンピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進める。

順次反映

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルによる予測精度
向上等を早期に実現するためのスーパーコンピュータシステムの整備

• 線状降水帯の機構解明のための、梅雨期の集中観測、関連実験設備（風洞）の強化
• 「富岳」を活用した予測技術開発

• 陸上観測の強化
• 気象衛星観測の強化
• 局地的大雨の監視の強化
• 洋上観測の強化 次期ひまわり

（令和10年度めどに打上げ）

気象レーダー

海洋気象観測船ラジオゾンデ
（水素ガス浮揚）

高層気象観測装置マイクロ波放射計 アメダス(湿度計追加)

情報の改善

予測の強化

観測の強化

スーパーコンピュータ「富岳」
気象庁スーパー

コンピュータシステム

※令和3年度補正予算の概要から抜粋・整形

線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組の強化・加速化
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防災気象情報と5段階の警戒レベル
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土砂キキクル 洪水キキクル 浸水キキクル

キキクルの危険度

５（災害切迫）

４（危険）

３（警戒）

２（注意）

災害種別

土砂災害

河川災害＊

浸水害
＊護岸損傷、溢水、越水、河道閉塞

令和4年8月3日10時～4日9時までの各キキクルにおける最大の危険度と災害発生個所※との重ね合わせ

※ 災害データは新潟県土木部及び国土地理院浸水推定図による

「黒」の前の「紫」を活用して避難の判断
をすることが重要！
一方、猛烈な雨による急速な「黒」の出現
では、立ち退き避難はかえって危険な場合
も。緊急安全確保行動も選択肢！

令和4年8月の大雨 災害発生箇所とキキクルの危険度

17



土砂災害危険箇所又は土砂災害
警戒区域がなく、これまで避難
対象となるような土砂対象災害
が発生してないメッシュは、土
砂災害警戒情報及び大雨警報
（土砂災害）の判定から除外し
ている。

2022年11月24日から、従来の5㎞
四方での設定から、1㎞四方への
設定に変更した。

■ 5km四方での除外メッシュ（2022.11.23まで）
■ 1km四方での除外メッシュ（2022.11.24から追加）

土砂災害警戒情報や大雨警報
（土砂災害）が発表されたら、
キキクル等のメッシュ情報を確
認！

土砂災害警戒情報等の判定除外メッシュ
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防災気象情報の活用
本日、ご説明した防災気象情報の登録をお願いします

QRコードで登録！
19



終わりです
お疲れ様でした
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（参考）新潟県における過去の主な大雨事例

平成16年7月
新潟・福島豪雨

平成23年7月
新潟・福島豪雨

気象レーダー7月30日3時 積算雨量 27日0時~30日24時地上天気図2011年7月30日3時

高
中越・下越を中心
に土砂災害、河川
被害、死者4名

アメダス

五十嵐川 刈谷田
川等で破堤、死者
15名

積算雨量 12日18時~13日24時
アメダス

解析雨量 7月13日8時地上天気図2004年7月13日9時

高

新潟県では、県内に停滞した前線に向かって、太平洋高気圧からの暖かく湿った空気が日本海から流れ込むときに、
発達した積乱雲が次々と陸地にかかり大雨となりやすい。積乱雲は線状に列をなすことがある。

昭和42年8月
羽越豪雨

災害名は通称

地上天気図1967年8月28日21時

高

低低
気象レーダー8月28日15時52分

積算雨量 26日～28日

新潟県黒
川村の胎
内川第一
ダムで
748mm

中小河川の氾濫、
大規模な土砂災
害が多発し、県内
の死者・行方不明
者は130名以上

21


